
各都道府県のインフルエンザワクチン供給体制に対する考え方   

平成18年8月11日付け当会議開催通知において、インフルエンザワクチン（以下「ワク  

チン」という。）接種シーズン前における各都道府県（以下「県」という。）の供給体制に対  

する考え方を8月25日までに、御回答いただいた。   

その回答を一覧にして、別紙にまとめたので、他県の取り組みも供給体制づくりの参考  

にされたい。また、以下にその概要をまとめた。  

1．県担当課の役割について   

インフルエンザワクチンの需要状況把握、医療機関や卸売販売業との連絡調整、予防  

接種法関連に担当が分けられているところが多いが、委員会や各課が連携をして、対応  

することが必要である。  

2．保健所の役割について   

住民に対する情報提供を行うところが多く見受けられる。県や医療機関等との連絡を  

十分行い、普及啓発を行う必要がある。  

3．インフルエンザ対策委員会の設置について   

ほとんどの県において、委員会を設置又は検討中（既存のもので対応する場合も含む）  

であた。  

4．シーズン前の対応について、都道府県としての考え方  

① 医療機関等の注文量について  

34県   

6県   

2県   

5県   

協力要請の通知  

調査の実施、予定  

医療機関等への指導  

その他  



② 医療機関等、卸売販売業者の在庫等の調査について  

在庫調査の実施、予定  45県  

情報の公開  3県  

協力要請及び調整を図る  2県  

③ 返品という商習慣の改善について  

大量注文の場合は分割納入とする。  

ある程度の在庫を抱えざるを得ないが、大量の在庫を抱え返品となれば、好ま  

しいことではないと考える。  

返品を前提とした注文及び在庫管理を行わないよう協力を求める。  

関係団体に改善要請を行う。  

根本的に返品を認めないシステムを考えるべき。  

品質の面から原則認めるべきではないが、接種機会を確実に確保するため、多  

少はやむを得ない。  

④ 高齢者の予防接種対象に対する接種勧奨期限について  

・12月まで  26県  

・1月まで  2県  

・流行期間中は、接種勧奨期間とする。  4県  

・その他  15県  

⑤ ワクチン不足の場合の対応について  

関係団体・医療機関の在庫状況を基に医薬品卸業組合に対し融通を依頼する。  

医療機関の在庫状況の情報を提供し、調整する。  

卸売販売業者、医療機関に融通要請をした後、困難な場合は厚生労働省に融通  

要請を行う。  

県で行った調査情報を関係機関が共有し、接種希望者に対し接種可能な医療機  

関の情報提供を行う。  

混乱を招かないよう、適切な情報提供と関係機関との密接な連携による計画的  

な供給調整  

製造メーカーの生産体制を強化することが効果的な方策。   



⑥ 住民への周知方法について   

・接種可能な医療機関について調査しホームページで公開する。   

・法定予防接種については各市町村が各々個別に通知する。   

・広報誌やリーフレットなどにより周知する。   

・相談窓口を設置する。  

⑦ その他新たな対応について   

・多量にワクチンを返品した医療機関の公表や融通ワクチンの配布方法につい  

て検討する。   



各都道府欄におけるインフルエンザワクチンの供給体制について  
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引檀仙集■   ついて   

インフルエンザワクチンの濱エに肝  
すること。  インフルエンザの予断対策、  インフルエンザの予断封書に  インフルエンサ河書に曝る爛  躍の■如き貴け、■匿蝉裁量び■  ■●■■に■しては、■1■■■  騨の■河を父け、■間食よぴ■  ・暮■書▼の予防用けの勘奨■■  ・ワクチン不足岬■の状況に拓じた  左E、の繁れの予断！劃■冥■■t        予断檀欄法のインフルエンザ  附する書及警乗．≠≠檀供零  係書打合さを捕■し」漁況に  監事さ卸義協会事に対して、■正  ■■■聖書壬した■暮を♯畠中。ま  匿■島中義協さ事に対して∴注文  について配慮いただきたい旨J軒町  ■■■■、卸充■書事に＃ナる在  ■爛のワクチン蔵書礪轟■量■よ  

予断は檀に隣すること。  応じた対応■を鑓する予  ＋状況事の■量、及びワクチンの  
定．（9月開■予定）   ワクチン不足の状況に応じて、糞▲  嶋ヰ憫■iについては、各静曝著  

を機射する。また、市町柳こ対Lて  と■暮、1■しながら繍劇憧■け  

■●川  

玉鋼の予紡績■責▲凰■暮■のウ  も．  
クテン在■苓暮についての把橿欄  相川川相川に対しては」■鼠儀欄  
暮を依♯予定   おいては■靡があも。   穐事書簡事での¶鞘櫨供も♯射し  

ていく．  

・ワクチンが不足した囁創こ予断織  

インフルエンザワクチンの▼l亀1犬況  ・インフルエンサ千l別刑tの早  住民相談、†■稚提供   在■▼の■鷺は、卸先1書に対し   

のたt   ■柵●●暮  定）   雷（必事に応じてl椚tTる予   ■、■■■●．■■l■tl、■■    ■．■■■●、■■■■l■．■■   
・全■的なワクチン不足岬こは、濃  凰は控めないことで合暮しており、 l  晶は鑓ゎないことで倉暮しており、4  

t 潟  遇■な注文となら机よう4肴■名  書■毛で鑑■■■へ1知新み．  

供絶食■ll   の予断勤1がれ掃で倉ない旨  でg■■ホヘi知を彙出予定．   
の正しい知撫を周知  

■暮t■門札育との■t   インフルエンザ総虐欄欄欄に  ■■t■▼t鋼▼   ■●  ・岬充■■におけもを■状況につい  ・鑑■●、公 12月禾までと丁  ● 況■のだtに升  ワクチンのl■】■舎tけた■曾▼に  

・や集f夷義■におけるワクチンの  の■董  ・t内の邑t■l■、市町村と  Hll年覆からーインフルエンサ  ■■■．セ■川It、■■■■    ■l■覆．■井貫円蠣倉  ・椎tq文■■舌  予l巧什■貫t状  
荏暮状況の把■  ・住民からの相鰻対応   全ての鑑書■■奮対tに荘■扶  町村事と叫の上、は■実ヰ筐■  

書 山   「ilヰ曇▲」は、例年、貴行  況については、¢鎗tモニター正■  ■臍■の†I書縫供を行う   

シーズン前に闘t   ■■を銅一に■暮市立。   

■内のワクチン汎給状況のだt、■  
t   

■■■在■1▼■tを行い、  

沌用の井▲件¶のた■  の杷■と穐■  ・市■l村の予統はq儒■揮■l  8月甲¶に、インフルエンザワ  囁からの■刊僻l書l＝ついて．■巴  モニターtt■■員〃ワクチン岬暮  ■からの」朋択ついて．■Et■餐  市■l呵媚蟄打あて用押する。  董■  ■内■i及び¶への■i暮嬢を行  
・t内層■暮Mの在■状況■  て、鑑■■■及びワクチン鱒暮暮に  匿t暮■及びワクチン卿▲書に■  う．   

石 川  の把1  ■知する。   卸する．  
相川伺t匿t●静電住民へ  
の僧t櫨仇   

■内で、不足が九生した■曾、可と  署市■l村、署覆t所への俵  暑t内■徽■闊の在■状況  インフルエンサ予I市河■嚢l■  畔年のt門買■を考■してt注す  l■t■■については、各傷t巾で  ■書看に対し、甘刀モ■綱Tる．  各市■l村へ依■．   椎t▼tな匿¶tl■について1▼竹  各市町村やt■樽tセノクー（傑t  

のIl量   ■、和示  の把書およぴ■民事への≠書  るよう雷麟．   ■暮．  址供古市う．   断）を介して爛竹雄供する．   

≠ 井  ■内■■t■の在■状況の  比例   卸先t大義書については、■庁で  

絶竃およぴⅦ■壮快  ■暮。  

・l■からの¶■について■書1■l■へ  ・ワクチン搾ほの】t；暮t員℡   鼠¶l■■との■l■  ・け覆モー1Tも■氏からの  i■精嚢■i■ltし賢雷犠岬¶  にtリカーltけられた■  元に間い合わせに  
の爛知  ヨ       ‾うたど   l■年度買■に嘉つく三王又t何が濠 遺しつつあると舞えるが引きは  予断什■封tⅧ1さ及び市町村世 為暮嚢▲を9月上旬までl■闇tし  1E■快足 食には卿暮書喜iじ｛入Il霊や  荘■】■tl那rF ■桝対応しているがよりよい方法  

・ワクチンの在▲状況■の■董鋏   ・t■＊職に鴨甘する住民か  あった壌食の銅応   ■囁■1の1機看書にし村塾   倉、遁島を網絶とした注文をしない  萬■●世相町打二対して予断嬢■  在■■i各行う机そ九でも供＊不  があれはご隷捜事いたい．  
■．■lナ、■暮＆び鴎への書鐘  ・ワクチン不足憎書を把tした  よう雷繍すも．   の雉欄欄間について仏力義欄・柑  

山 ■  ると考える．搬■の必事が生  ●を実■ナる予定．   u整■1ナる．   

讐の■知  供を集▲  場合の輪島 ・鑑■■■への仏力依牡  
・t■■Mに織■●1する住民から  ・槽互▲入の撫≠   
汁■可■丘■■■の九■があった  
■含．●別に慣●壇供モ稟暮   

ワクチンの買T■■lこ■丁る1ホ  インフルエンサ疋■l千l野汁Ⅶ  
・■内在■蝶虎の把t（正義■■  ■瞞義撫  ■t   t円蚤■】■l■事の在■秋用  lインフル工ンサワクテンの賢  ワクチン看礪日注ⅩTtl■には、注  インフルエンサの■書鸞王統況モ  】■烏という■t■について√モの可  イノフルエノサの責行ンーズノに叩  T■■Iに■内の■ttl■の一往■状  イノターネットのホームベーンに†l            壬供繍に牡る打合せ虫旛J19  文暮が網年のせ用稟■書上陸らな  踵捜しながら．E■暮■及びtl充  暮に欝nることとし．蓋i瞥■■とし  に合うよう、12月中旬までに織繊毛  没書■▲し．鑑■曇．匿■■■と也  書封も暮ナも方法が■切であると  

■、岬鶉▲暮）   ・■内▲曽彙生状況の把■  ・t内■書貴重状況のた1  月Il■干支）き■tしていも．  
・瞳■■、匿●■■を通じての■丘  r、、サワクンの   ナも   について匿拝金覆●書群とともに  

への1★義雄供  の杷■  安ま供鹸に瓜る打合せ■▲j  重た．■■の暮l轟があった囁割こ  

1 ■l  
にインフルエンザ封書隻■♯  文●で霊麟した．   は、書●■■においてワクチンの烏  
の■■音持たせている。〉  暮のヰ僕がなされていることを■捜  

及び卿充■鷹■雷に文●で事縞し  した上で柵■鯛に■▲に仏力ナる  
た．   よう■■●、■鼻息卿協同■倉を  

iじて匿■■h及び岬充t禿義書  
に文■でt小した．   

インフルエンザワクチン供糟状況■  に  ■■■l■tlひ■■■■t●のt  市町村広■】匿▼により広■する。  
量、インフルエンザワクチ予断樺■  左E、市町胃及び医書t■ 対して■董を行う   を翼■する。   対して■董を責▲する。   書瞥行わないよう、食■において事  力により書内■iする．なお．れ内  

■ ●    状況■暮▼を市町村及び亀■■■  鱗ナる。   でまかなうことができない嶋創壬、  
に対して■t奇行う凸   

■生労■雀に機■ナる．  

】馴矧■充■Tにおける在■1の茫  インフルエンザワクチン供l曇  
■沌膚■）   封書の総合■■  1（仏事■I   t内丘書■■lの旺■tのI亡  平痍18年9月下旬蘭書予定  円のi知をサま入、闊件の問を  必tに応じてインフルエンサ支点鑑  インフルエノザワクチノ供鷺対▼の  インフルエノザ予断稚樗冥■事  ○月下¶■It予定のイノブルエノザ  9月下『■lt予軍のインフルエンサ            （インフルエンザワクチン対九  ■E暮晶鮎義協曇、露■＋■■へ  徽■■又は全医■■■に書曹を禦  ■点から．西・■において引さ鰻さ  ■にl書の杜絶的鹸雷として、12  ワクチン対千仙彙において繍紳  ワクチン対★u■劃こおいて檎M  

■■嘉島蜘暮協会との■■■■  インフルエンザワクチン対1  tl吋匹■tM．靡市匿■会、  行った。   J）る。  ｛穐■事に故事を■嬢丁も仏事が  

■■■の■t  市町との▲縛■暮   卸先■糞■書に対して．定岬抑こ  よう1†鵠を★まナることが示さ  

檜 ■  インフルエンザの予断よび予  諷逼状況■の■告を♯めも。  れていることから、乗▲主体で  
断は■Iヨ■ナること  

ある市町における地tの事≠を  

・在■状況事のセリ≠とめに  ■まえた■ホ書暮1ナる．   

書すること  

・卿充■稟暮書のワクチン在■¶■  ・予■i檀覆法上の千飢Ⅶ爛匪  ■■■■■1Ll■■t量す  有   については、定 に河して■曲モ■攫とした 12月中旬著で   に  織機可tな匿徽■■の把1に＃  

事のた■   巾■挿臣欄する織■  に闘じ  初回注文tをtむ全注文■〃朋席  騨充t充T■■椚  l■曝■王王  稚tモーyTO事が  岬充I■充轟事の覆■■■t■朱               稟■を上帝らないよう■曝書にi知  （1t昏）に漬i状況のt告を＊め  文1び在■t■手折わないようi  に椎靡書貴けbれるよつ肘■し、か  暮づせ．蠣内での■土手蝕も．■内  め、憎t櫨供する．  
・卿充■凛▲書に対するワクチン供  ・予l方I刑一法上の雉け対■書  した．   る予t 卸した．手た．状況によっては、檀■  つ、体■不1事の■創こついてモ  での不足の壌創i、臨への■i雷  

t 旬  
。  

一不■ワクチンの責i魅止   
サーベイランス定点への在◆t■  
査を1宜行う予定。   ■雀が牡射しているt壷■聾しでい  

る．   

鐘舎企■、¶■」F■・攫隕・卿  lt‾   

尭■禿れ雷同体との■暮  ‾l   
嬢積鎗さJがあり、対1につい  tである。鼓■■■の在■状況■ tは必■に鉱じでt篇事での■暮  

三 1  ては構射してい壬す。   を行う．   舞爛■瞳も掩穐が必霊となることも  
想定されるので、ホ■を完全に12  
月中句蓼でとナることは早ましくな  
い．   

・■内部大義書の丑■■董  1  月＝ヨ書目汝に．集納品の予約屯リ  ける  
・匿■■■の在■■暮・■■  嬢供   う、匿♯食、■鋏協さを通じて各医  

徽★■へi知。   董。   知。   綱し事の州tについて配■するよう  

▲ t  i知．■内で■えなくなった■合lこ  
は■i用のワクチンの■iを国へ  
★■．  

貫】■翳鴇■晶卸協禽を■じて、状  ■1■   

四、胃書肝、哀轟市及び¶係印体と 一∴  ワクチンのI嘉檀に隣するM偽 団体等との▲ヰ■書  t内の匿■1■開、墟ほb鶴膚耶■ 著との濃縮■t及び欄特収■  ■：粁■翳インフルエンザワク チン零■昆機材隻■会を必事  のに   
十 ●  に応じてl■峨闇tする．  射撃■曇讐をiじて、各色t■舶  

に謝し嘉島モ憫牒としたワクチンの  雀の協力を得て不足扶熟の網i角を  
緻廉を行わないよう■鱗している．   行う．  



各都道府県におけるインフルエンザワクチンの供給体制について  

●1欝≠授皇麒の役割について  シーズン椚の対応について、轟1網■としての考え方  

■虞網■   線t桝の後納  インフルエンザ対t彙■曇の  につ  

1栽  靡染色対策  邑様  拉■いて  その鶴舞たな対応に  ついて  
引暮櫓勤≠■九について   ついて   

駄事島叩I■禿纂書に対し、  ・インフルエンザワクチンの供  が10．000以上あり、  世の 
・鑑t■鞘■への分讐Il｛入など舌正  総体■にかかる総括  

に■■t■から  インフルエンザ予 l■胃t年■t■■の僧■亡巾－  l■≠司tな匿t書贋の†l甘をホー   

化についての仏力慮蠣  ・鑑徽■≠のモニタリング■董  有（l大■i府インフルエンザ舛  昨年に引き札き」■蝉さ篭引こ■■l  臨書t■■  蓼1晶と和博  t防け檀菓■  ≠上歯■なので、抽出した医■■  
ムページ雫で檀供する。  r事暮にワクチンを遺品  

大 ■  l■で在■丑暮書菓▲する。  
した医枚■憫の公曇j  

事に応じ輪告の協力依Il  卿爽■魔義書の在書■は、岬鷹■  
や「■丑用ワクチンの  

策暮雷事との連携の下、状況杷牡  
布方法」について．さら  

に努める．   
に隷射する．   

I暮■、対Rにl■する－と．  

書内の市町、匿鱒彙土び■t  薔（■l存のインフルエンサワク  匿■■騨の全注文■帆■年のt  シーズン中．冨¶l，に又は必事に  匿徽■■及び卿鷹■充■雷に月し  市町に対して、12月中旬までの  ワクチンが不足した■食の対応欄  左舷の鋏輸■■会丑【贅■食）にお        ■欝との■繕・】轟1にIIする  チン供鎗■■■縞（■積・春  用筆■モ上座らないように巴■する  応じて、匿■■Il且び卸鷹■真義  て、改■に身めるよう文●事で■嬢  にM■豪放匿するよう文■零で依  奮、上紀の供繊1嶋裁縫（姜■針  いて、住居への■切な周知方法に      こと。  業■対書主■腋Jほ■さ慮  よう、さ■■■及び琳t兼轟曹  書のせ■僧■▼を雉榊で絶■す  する。fた、鑑■■＃に対して．貞  ■ナる ．ただL、檀檀●y書が体■  におIlて．予め■書事創訂ることと  ついて♯射することとする。  
び卸売■兼■●団体により繍  
慮）を活用する。）   

兵 丑  
た．隅割こt引集■のない邑■■  
¶■からの■焼ワクチン注文につ  
いては、全体の注文1の状況舌Il  

も紀■するよう、併せて依けする．   

まえて■聾し、■嬢わ暮の■■■  
ト零が不利とならく札ヽようにE■す  

るよう．卿允■兼■書に対して、文  
●事で事麟↑も．   

Il充l■充■書への■暮、精薄  ■■書インフルエンザ予断降  ▼   の鋼  
也に■する市町村のは檀期  昨年向輝、魯■書■■かbの注文 1は闘年度稟■をうわ手わらない  事の書  

● ■  憫、■■及び織機筆■■■名  暮とする。   ■■への■董については」断章虚  
雄．■坊鋸椚相川した上での萬  

の憫■■■  胃掩■●■との協杜により異■す  
t▼の錬＃露行う．  

る．   
i■】■段書及び6ttl■でのワクチ  インフルエンザ濃行■■のIl  インフル工ンザ樗l■￥ロのR  有（平成用年10月t■予定）  監■食、■験■■に」跡払渡文■  l甲タIl■†一義書に河Tも景i王状況の  生島しないように払カモ零のる 
ン在■状況の把書及び必霊に応じ  出、肇▲付l■憫●の公よ、■  t、予〟細目■司■鑑■■輔に  が■年虚t用1手札えないように  た■について．■量¶繊、ヰ瞳、匹  ■しし＼．   

椚の考え方につ  糟」■可tぢ最■t■の 住民 霞書tl■からの憫い音わせ  

和歌山  肝する闘い合わせ応書  饉■。また、凰●■■からの初風注  
のが  ■から什ttl賽R  ¶■提供                      いて示していないが．t2月末までの  ●兼■蕎■暮における＃tを含む  に詞して、良t精華位で回書するよ  

の決定及び協力鐘■．れインフルエ  文■が、♯年t用tをはえないよう  
樺檎■■が17市町村、1月宋までの   うー書予定   

ンサ＊■暮■の■■   に■暮するよう鐘■している。   
捧■欄書が13市町村予定してい  

河▼辛■量 
る．   叶麓労■雀に錐♯する．  

モl■tし、ワクチン供  インフルエンサの総合河t、  t内匿▲■■における¶■  雷   法した■tt胃のt仕におい   
総体■の全轟欄砲■暮、惰■せ■・  頓▲及びれ民への僧■捜供  する．   

について ■  ■ホームページ、広ヰ零で周軋  

膿供を行う。   を行う．  森島のないよう、1正な注文1と  冨■l勺に．宝鑑tt■．t一策■充  乗  下町印こ胃し．予断輝け法に纂つ  ー岬■■t年■■■■  ■■、卿鷹霊協■とで申し合わせさ  
れている。   

い合わせに鼠■餅雫で対巧でさる  
■ ■  ようにナる．  

・■外からワクチンの■iを貴ける  
■食、ワクチンi鴨リーる豊丘■■  
れに公判＝」巳分でさるよう．i巳分  
先．R分事暮を封書事■食で決定  

インフルエンサ河▼鸞■曇の■lt  t鑑tt■での一腋■1■董零  平鹿18年9月中に旗■予定  各優儀欄による■tを軍書  uJ慮書t■に銅しては坪t簡をi  ■tt■l▼に銅し文暮により■知  市町印こ鋼しⅩ▼により依■する  Wンフルエンサ対t霹■■をM  住民の用い食わせに対し 什■可  
・札■断が稟■した在■■■糞の暮  の★▲  

・住民からのワクチンにMする  
じての■暮重夫▲  する  

遍†1び憫■櫨供の稟■  ②咄明■充義●については、撥纏  
tする．  tな露■廿■警幕内する。   

■ ■                              ・市町村での予断織■法lこ暮づく擁  ¶曇への対応  隷によも■t監事ヰ  
㊥■●●■■tぴ■■■●に銅  

t状況のたt  
し、ワクチンモ■iしゎうよう∴たt  

・卿義協■への在■■■量の稟▲  
によって繊■ナる．  

・インフルエンy対1彙■曇のl腋■  インフルエンザ対▼賓■彙の  
・ワクチン供繍の惰■根■（在暮■  ■●  ■丑葉  

インフルエンサに■するMヰ  
・ワクチンI■t書王書への†l  ▼（平用い8年9月印書予定）  公文tによりIlヰ団1幕に鋼して正  在■■1の■l■▼は1艶が大きい  公文■により■t印1事に対して鳶  公文▼により珊膚l軒に対して■  杜■におけ○暮▲については増  ホームページ事による用便（千l防け             tt■■の観劇注文1が網年のt  ので、¢事t小■鷹で舞■（■虞は  さモ行わないように牡力蒙■めてい  ■暮書の予断は社旗対■著に対す  ■■■曇が中心になって麟暮して  ■法巾犠）。  

義手倉む）・僧t壇銚   ・ワクチン線檀●讐■への憎  用稟■を上司らないように仏力を＃  集ま）することで考えている。  る。   
■ 山  t墟鋏  職■・惰■提供  めている。  

るI暮■tl井胡■について、12月中  いただき、手た．●斗臓■間の■i  ただし．任暮檜1は匿●■Mが■  

インフルエンザに騨する爛嶋  
句までの蘭に■tを鰻定するよう鋏  

な徽・川嶋捜供  
■している．   カモしlただ倉ながら■轟音全オが  

中心になって■暮していくことで書  
えている．   

シー シー ン中．月2留書二凛■■■の   1Tることにより、 （ほ月中t川＝ついて、 

⊥≡… ∴  
にワクチンの■■  ■■■■●▲ぴ■●t■の■カー  ・インフルエンサワクチン▼t■tl  ・インフルエンザ粍き珂▼    ・t内■■tl■のインフルエ、  ▼ tインフルエンザ■暮■董壬  ズンl町に■■書酎肝■し．1■年  ス  分■■l入一輝毛  ■■l●lt舌  在■■t▼モ暮            サワクナン在■ll暮   鷹納入舞■書暮にワクチンの■正  ワクチンの在■状況モモニケーでき  晶を静牡とした注文や在■t■を  市町及び■の広■を活用し周知菅 ∬る 

・インフルエンザワクチンの食■■  ．   

董．■書1び慣t提供  ●彙」という。）   う．■■■t、■■■■■●▼t■  
性蓋▲わると共に．蚤轟■■及び卿  tけ、徽鑑坤嚢各市町及び島揮  

・インフルエンサワクテン不足■の匹  じれ偽書に対して■蜘■t主旬も．   
′・ニ・  

広■  る。   轍である．このため暮昆に鋼して■  
■・卿兼■兼義著・各市町事が共■  
の上、■民に対して柑耶剛ほ欄  

■のは■丘び檜書予約の■り州し  う．なお．対応岨■となった犠含は  
讐■知することとしている．  書生労■書と也▲の上、■i用に  

■暮されているワクチンの仇繊事を  
事疇したい．   

・琶■烏の貿叉供柘に■すること  ・上Pに対丁る■氏への相排  
・沖亮■焚義書のワクチ、の在■■   

山口■■■●．■■¶早t▼の■  各市■r村1に射し、輝■tl事岬 
暮ロ   

口■鑑■金 
■予鵬繍札に■すること  ・予断雉■の稟▲に対する市  t、■■  平慮17年t藁■ l130万 本  キーl■■t山口■■■t■■t ■    I耶  昨年邦樽．山、岬充■  

・ワクチン不足賦の銭■■■の在■  ・予断繍■窪におけるインフル  
■r榊への柵■  

事以上   重。職t靂■●の査■■はシー  い専文●で慮■した．（零度け零7  Lた．（尊慮18年7月7日藩）  
山 口  エンサワクチン雉■勤賽  8月248覆荘の予約杓23．6  

可■鑑■■仰の憫■縫供  万事  の裁■1はっクチン供鎗■に不足  
8月24日t在の注文■は23．6万  

（p■内卿禿■充■讐にお什もワク  ■内匿tt■におけるワク  t内匿t■■lにおけるワク  瓜■の方向でれ封中   
チン覆■．M島（見込み）■1川田■  チン在■．暮用1込み零た書  テン荘暮，t用1込み事た■  ■▼▼としで疋tしてお研一暮は  昨シースンと閂樽に年内雉檀劃■  ・11月上¶▲12月上『の冨蠣（干  ■及び犀t餅ホームページにて片  

Q）ワクチン不足嶋のⅧとの▲蠣■事  及び■i依■  及び■i鑓■（壬■の予防線  に劉し■■●▼を■じて、i晶を★  ヰ■不1書の礫由で織機できな  が事くなった■合は．瞳■t爛岬  
穐にあーなワクチンtの絶■  優●の闇で■義手障る千変．  で、■円の■不足麟■象鷺1してい く 
事を含む．）  方角で繍鱒中。（■●棚■よの  

■不足惰●は■■肘■及び■暮  定欄とナもよう■める予壬，   
析が市町村の協力壬♯て島■●■  ニ二二…′・  
Mからt■．■兼義書の慎■につ  ●■■●■lこ｛して■▲t■ぴか  

■ ▲  いてlま、■鶴■がせ義．）  
なお．亀■■■書全暮■暮する■  

けも．  

合は．岬シーズンの縫■から．1■  
・■内で■t不可の壌合は．鴎に  
■■tt■▼も．  

蘭以上は必事であも．  ・年末書慮で匿■▲綱におけも縞  
また、38憫での霊的書すもので  ■1込み■を把暮し∴可牡なtり寧  

あれば、嶋1の状況書経什できる  Mの遇晶を■め、1月躊け用として  
一定■の■■■■とすべての岬爽  ■i露qる．  
■兼＋暮に仏力を縛も必事があ  ・1月乗手でに昏也．ホたな■霊に  
る。（●触又は埠■別の注文．納入  対応でさるようM曝書に協力を求め  
惰書の■杓】   る．   

インフルエンザ予隅織書匿ttl■の  ・∴ 二  礪   
曽 川   把1．■書さ、卿嘉書零との対t会  ないように露♯曇を通じ、用知す  

注文1が■年のt用冥岬モ上垣ら   

ll、インフルエンザ醜行予■の1元  
うインフルエンザ対1檜▲■彙象1  

る。   
ンフル工ンザ穐▲彙隷書嘲tし、対  

じて■雉する．   暮舌協ルーることとしていも．   

インフルエンサワクチン供揮陣■の  嘉■書事の予断稚檀に■する    担当】1、市町村事との遍籍■  有   
こと．  暮及び協力  匿tt鋼、卿充事事に初暫注文1  賢■せ■礪t衰罵■する。（10月  大1の森島が生じないよう注文1晋  ほ月中欄はでにけ檀を掃えるよう書   総合1t  股定する必事がある   広■■で■爛 

う雷廿する。   卸集嘉暑が叫暮したものを■が■  
不足Tl事の濃鴨菅畏■t聞から  定Mは欄については法令により市  

曽 ヰ  ． 走欄については．通知零をmまえ． にこ  
附し、職偽書へ†l≠檀供すも  掛恥桐軒叩用附合うよう計  

■瞥★定ナる旨市町に助言してい  
市町に勤舌している。  

る＿   



各都道府県lこおけるインフルエンザワクチンの供給体制について  

蓼濃府■担当IIの投】帥＝ついて  シーズン憫の対応について、書■府れとしての考えカ  
■暮府書   

引判別舶日用虹ついて   その他断たな対尉こ  つい‾r  

ついて   
サ爬1一年lO月18一門年12月つ】日  

また、雛集、★書でワクチンの  

稽 ■   テン保有■の杷＃  

て住民に憎Il提供する．   

★）   

・岬充■充■書を1じての枕涙1■比   
と稚■  

・■●■■■のせ曳■llとm  
■  ●   上向らないよう書加を行う   の状況■躍を行い、汁  書のHPや市町による広輪▼の鴨、  

紘 一  ・嬢11可■な慮徽■一同雷の住  ・練札可■な■●■爛零の任  fた．卿充■兼■事露▲じて注文■  
臣事曇をiじて■年のt用藁■を   岬充■充■雪の■tは玉M的に、 鑑■■00の麟暮は不足憫t入手後  伍拝金および句嘉仏曇へ■■着帯 う凸  一昨年覆から12月舌■圧とするよ  ■t■■▼  

丘への僧書檀供（不足鴫）  艮への僧●げ供（不足疇）   の■董卓定♯的に行う．   
も、全ホ町村1之員萱■慮としていた  ビ、ラジオ響）による用知を考えてい  
だけると専えている．   る凸   

臣景品Il■雷■のワクチ、■正桝    ・市■l紺‾対する干  
蛤の楕礪Il量  

に  
■の織■■■   

書への在■零  
柵●■■  ・t内■■t■事におけるウ  
任用の穐■■暮  

協力慮■している。   
クテンt用の趨■ll■  

■年覆の王王又量婁上図bないよつ に．書■彙をiじて各既■■月へ  島■嚢、野天■焚■ の■tに仏力するように依♯してい  手品といっ■tTの鵡●について ｛瞥■が鵡●される■うに、正♯■  ■傷注¶及び事■■儀によることと している．情に榊■は定めていな い。  t■間の■iがつかT、■内でワ クテンが不足した増含にIi■竺芳  各市 をiじて各医■■鋼へ協力慮＃し  
ている。  

■雀へヰ書を行う，   

1 ■  ・佳良に対ナるワクチンt用  ・地織住民に＃ナるワクチン  

の†I■縫供  

土用の惰■檀供 ・t内鑑暮島相集義一のワク  

テン■正供輪の欄欄■書  
■t■■■■●▲ぴ■彙■糞■●  
の在■▲把1及び供絵■蓼の事   

t内鑑tt■及び市町村の  
…川・■  に射し．  雷及び鑑■t■lにおけ  

鵬」匿■食事へ劇椚M柑  0月上旬に榊t予定）  ■貴方慮  
初醇注文1が前年正の■用巽繍を 上白らないよう協力事托する。  ソースノー及びンースン中にl■t ★▲予定  鑑■嚢及び岬充t充1雷 初喀注文■の岬■や分¶仙人によ  ¶膚‖引こ鋼L、せ媚掩疇の詞儀層 に射し．11月薫をめどに愉禰するこ  ■充■充■ る在■状況書たtし増発た禿■  毘t▲■事における在■状況をだ 撫し躊1●聾者か、の問い合わ  

こ一甘」∴＝  
り蓋晶が生じないよう暮止すも．  と寺嶋集ナるよう檎書丁る．  書及び匿徽●帥に対し■iの協力  

匿■■■一銭蠣■→膚■桝・→■  
モ■欄ナる．  紹介する。   

卿九暮暮：■－伸夫■九真書→■  

れる糧食の住民への■知慮  れる壌合の住民への綱知  
■■t’■か      た、   

目付け＃生芳■省三∬鼻毛i知を  大 分  ■鷺  び干飢欄■法に嘉づくは■｛  嶋知した、   
一、・、・■  

■■■■t一■l■t■tへの叶■   
▲ぴ8■■t  エンサ刊捌桐山粥川用t暮   の相鑓電D  

インフ  
暮■■●■暮■t十もしl■下   

暮l．   句から10月上旬）   
ルエンサ惰穐実▲鑑■■爛へ  

も。また、■薫晶卿■書に対し、分  
富 ■  ■仙人の●轟を瞳♯ナる．   

の櫓繍及び在■■t．  る．モの鎗シーズン中に不足概況  
がt止された■曾■鴨鍋に闇岬の  

札が行われるよう肘1t定を慮■し  

■暮を行う．   
た．   ♯i汁暮し璃に■出手機■する．   

▼内のワクチン在■】■t■匿■  
についてlま． ■■■十■■■ 12月千手でに奴正してもらつよつ各  暑糟■匿■■和泉纂書との   

に■すること事  ●予訪雉檀対義t血■虫の中  た。  
匿■t■■lでのワクチンの■li且     I  ■膚ほ刑昨月月■l熟蜂嚢のホーム  

で．インフルエンザワクチンの  るが．書●■■▼についてlま．ワク  
■介書手行うよ剖■鑑■■■あて慮  

■t■   供輪舞暮讐について協■して  テンが不足ナる●■が生じた場合  
■丁る．必霊に¢じてれ島■■モi  

きた織■があり．サーも引毒  に■書■■とも≠▲のうえ檜附する  
じた壬■■■董事書稟▲し．■内の  

麟蕾胃叫■モ悪用して協■  こととしている。  
ワクチンのよi墳況をたtナる．■  

丁ることとしているため．）   
内で．■■がでさく几一叫舎は虞事  
■暮ワクチンの鋏鶴亀事繍する   

市■lRへの卑群檜■をt鋼  嶋E書■食に■さ【い蚤t■   ニーニ＝∴＝一－∴＝こ・  
′   た、集会において■正■t■を榛  

に河Tも疋れ予l『搾欄につ  では．瞳■ 

出する．   
左紀曇舎においてコノセンサス看 縛、改暮を憫ることが必事であろう．  ■l■曹 いては，市町村が稟■している。櫓 どの市町村が竃年冬攣 

沖 ■  の汲行に■  
一一ニー＝…▲  
憫とし躊■小貫しており鋼欄はない  
ものと奪える．   が勤膚ポlな方1だ．   




